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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はススキ群落内に散布されたアカマッ種子の発芽。出芽・定着と群落内に形成される微

気侯の関係を室内実験。野外実験1野外観測の三つの方法を組合せることによって明らかにし，

さらに此の関係を用いてアカマツ自生の北限を説明したものである。

　室内における発芽実験では，5℃以上の有効積算温度75℃。日～200℃・日でアカマツ種子が

発芽することを見出した。

　野外実験・野外観測は，ともに筑波大学菅平高原実験センター内にススキ群落の3地点アカマ

ッ群落の1地点，裸地1地点の計5地点において行われた。

　第一にアカマツ種子の散布を調べ，上記5地点には，すべて種子が散布されていることを確か

めた。そして，次に各地点におけるアカマツの出芽実験を行い，出芽は深さ2c脈の有効積算地

温が75℃。日以降に現れることを確認した。さらに，出芽したアカマッの稚樹が定着するために

は，高さ6c㎜における5℃以上の有効積算気温が2，000℃。日を越えること，およびそこにおけ

る有効積算地温が200℃・日となる日からの積算日射量が650M1J／肌2以上が必要であることが

明らかにされた。

　以上の有効積算地温，有効積算気温，積算日射量は，各群落内における月ユ回の集中微気象観
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測で得られた値とセンター内露場におけるルーチン観測値との問で求められた関係式から計算さ

れたものである。

　次に，筑波大学菅平高原実験センター内で明らかにされた事実で，自生のアカマツ分布を説明

するために，全国気象菅所の値からアカマツの発芽に必要な深さ2c磁の有効積算地温とその出

現期日，アカマッの定着に必要な高さ6c搬の有効積算気温と積算日射量を算出し，これらの全

国的分布を調べた結果，有効積算地温が75℃・日～200℃・日になる期日は，季節の推移ととも

に北上し，北海道渡島半島南部では5月第1半旬～6月第ユ半旬に出現すること，有効積算気温

2，OOO℃・日の線は，同じく渡島半島南部を通ること，積算日射量は，北海道申央部を除いて全

国的650MJ／㎜2以上で，アカマツの定着に必要な値は満たされていることが判明し，アカマツ

の発芽・定着の最少必要条件とアカマッ自生の北隈とが一致することが明らかにされた。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は植物群落の変化に伴って変わる接地気層の微気侯及びその変化した微気侯が植物群落

の動態を規制する相互作用とアカマッの発芽・定着との関係を明らかにし，さらにこれらの結果

を用いてアカマッの全国的可能分布を推定したものである。

　この種の研究領域は気侯学と植生地理学の境界にあり，従来の研究にはみられなかった植物の

生活史に一歩踏み込んでの成果と両領域を統一した新しい領域を開こうとした試みであり高く評

価される。そして，さらにこの研究でこの分野での将来の発展が期待される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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